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いよいよ勉強を…と思っている諸君に、次
の内田樹さんの文章を紹介しよう。

＊
今、仕事を探している若い人たちの言う「自

分の適性にあった職業」というのは、装飾を
削ぎ落として言えば、「自分の手持ちの資質
や能力に対していちばん高い市場価値がつけ
られる職業」のことである。交換比率のいち
ばんいい両替機会を求めているのである。あ
りていに言えばそういうことである。そうい
う仕事をみなさん探している。
交換比率のいちばんいい両替機会を求めて

うろうろするのは、やればわかるけれど、あ
まり賢いことではない。でも、消費者マイン
ドを刷り込まれた人たちは、「限られた持ち
金でどれだけ有利な取引をするか」、費用対
効果にしか興味がない。それは大学で教えて
いるとよくわかる。
学生たちは単位や資格や学士号の「市場価

値」はよく知っている。だから、それを手に
入れることを願っている。でも、条件がある。
「最低の代価で」というのがその条件である。
消費者なんだから当然である。最低の代価で
もっとも高額の商品を手に入れたものが「賢
い消費者」である。
学生たちは子どものころから「賢い消費者

であれ」ということを、ほとんどそれだけを
家庭でも学校でもメディアからも教え込まれ
てきた。だから、大学生にとって最優先の問
いは、「最低の学習努力で最高の教育商品を
手に入れるためにはどうふるまえばいいか」
である。単位をとるために必要な最低点が６
０点で、出席日数の最低限が３分の２である

なら、「きっかり３分の２だけ授業に出て、
きっかり６０点の答案を書く」学生がもっと
もクレバーな学生だということになる。
たしかに、今の学生たちはそう信じている。

６０点で合格できる教科で100点とる学生や、
３分の２出ていればいい授業に皆勤する学生
や１２４単位とれば卒業できるのに１８０単
位もとった学生は「１００円で買える商品に
２００円出している消費者」と同じようにナ
ンセンスな存在なのである。
前に平尾剛さんから聴いた話だけれど、彼

の指導しているクラブでの自主練習のメニュ
ーを相談しに学生が彼に「なにやっとけばい
いですか？」と訊いたそうである。「なにや
っとけばいいですか？」という言葉に平尾さ
んはつよい違和感を覚えた。そういう言い方
はないだろう。「なにやっとけばいいです
か？」と問うた学生は「あなたがコーチとし
て怒り出さないミニマムはどの程度の練習で
すか？」を訊いている。この問いに答えが与
えられたら、次にその学生はミニマムを達成
するために最も効率的な方法（つまり最短時
間、最少エネルギー消費でその課題をクリア
ーする方法）を探し出そうとするだろう。論
理の経済はそのようなふるまいを要請する。
だから、「なにやっとけばいいですか？」は
運動能力を上げることをめざす人間が口にす
るはずのない問いである。
でも、そのような問いが実際に運動能力の

向上を熱心にめざしているはずのスポーツの
クラブにおいてさえ平然と口にされ、プレイ
ヤーがそのような問いを口にすることの奇怪
さにチームメイトさえ気づかない。（続く）


